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講演題目 

エコーによる嚥下機能評価の現状と課題：文献レビューを通じた今後の研究方向性の提案 

研究の目的、成果及び今後の展望 

1. 研究概要と目的 

本研究は、エコーを用いた嚥下機能評価において頸部食道に着目し、これまでに報告され

たエコーによる頸部食道観察に関する研究を整理することを目的とした文献レビューで

ある。これにより、当該評価手法の有用性および課題を明らかにすることを目指した。 

 

2. 研究計画に対する達成状況 

当初計画していた文献検索および文献選定は完了し、6件の文献を抽出した。抽出した文献

について、研究対象者、評価指標、測定方法、他評価法との比較、結果および今後の課題

の観点から整理を行った。その結果、エコーを用いた頸部食道の観察が可能であることが

示された。一方で、エコーを用いた頸部食道の嚥下機能評価に関する研究は限られており、

測定方法や評価基準の標準化には至っていないことが課題として明らかになった。現在

は、これらの結果を踏まえた考察段階に到達している。 

 

3. 研究成果の公表状況 

本研究成果は、嚥下機能評価におけるエコーの位置づけを整理したレビュー論文として投

稿準備中である。投稿後、関連学会での発表も計画している。 

 

 


